
令
和
４
年
度
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る

基
本
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

国有林野事業の取組

一
般
会
計
化
後
の
10
年
を

振
り
返
る

　

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
当
た
っ
て
は
、

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進
を
旨

と
す
る
方
針
の
下
で
、
重
視
す
べ
き
機
能
に

応
じ
た
適
切
な
施
業
を
推
進
し
て
お
り
、
国

土
の
保
全
等
の
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
向
け

て
、
間
伐
の
適
切
な
実
施
や
主
伐
後
の
確
実

な
更
新
を
図
る
ほ
か
、
育
成
複
層
林
へ
の
誘

導
を
進
め
る
な
ど
、
多
様
な
森
林
を
積
極
的

に
育
成
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
間
伐
に
つ
い
て
は
、
林
齢

や
う
っ
閉
の
状
況
等
を
踏
ま
え
て
適
切
に
進

め
て
お
り
、
こ
の
10
年
間
、
年
平
均
10
万
ha

強
を
安
定
的
に
実
施
し
、
森
林
吸
収
源
対
策

へ
も
着
実
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
（
図
１
）。

　

ま
た
、
森
林
資
源
の
成
熟
を
受
け
、
持
続

的
な
木
材
供
給
や
森
林
吸
収
量
の
確
保
に
向

け
て
次
世
代
の
資
源
造
成
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
多
様
な
森
林
の
整
備
に
向
け
て
育
成

複
層
林
へ
の
誘
導
を
先
導
的
に
進
め
て
い
る

国
有
林
野
事
業
で
は
、
国
有
林
野
の
管
理

経
営
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
国
民
の
皆
様
の
ご

意
見
を
聴
い
た
上
で
「
国
有
林
野
の
管
理
経
営

に
関
す
る
基
本
計
画
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
国
有
林
野
の
管
理

経
営
を
行
い
、
毎
年
、
そ
の
前
年
度
に
お
け
る

実
施
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
令
和
11
年

３
月
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
国
有
林
野
の

管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
」
に
基
づ
く

令
和
４
年
度
の
実
施
状
況
を
公
表
し
ま
し
た
。

な
お
、
国
有
林
野
事
業
が
平
成
25
年
度
に

一
般
会
計
で
実
施
す
る
事
業
に
移
行
し
て
か
ら

令
和
４
年
度
で
10
年
を
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、

10
年
間
の
主
な
取
組
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

１
．
公
益
的
機
能
の
発
揮
に
向
け
た
適
切

　

な
施
業
の
推
進

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画

の
実
施
状
況

https://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/j
/kokuyu_rinya/jissi/index.htm

l

図２　人工造林面積の推移
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図１　間伐面積の推移

た
め
、
主
伐
と
そ
の
後
の
再
造
林
は
増
加
傾

向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
人
工
造
林
面
積
は
、

こ
の
10
年
間
で
年
間
０
・
５
万
ha
程
度
か
ら

１
万
ha
程
度
ま
で
増
加
し
ま
し
た
（
図
２
）。

　

今
後
と
も
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営
を
推

進
す
る
た
め
に
必
要
な
施
業
を
計
画
的
に
実

施
し
て
い
き
ま
す
。
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国
有
林
野
事
業
で
は
、
国
民
の
安
全
・
安

心
を
確
保
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携

等
に
努
め
な
が
ら
、
治
山
事
業
に
よ
る
荒
廃

地
の
整
備
や
災
害
復
旧
等
を
計
画
的
に
進
め

て
い
ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
な
ど

国
有
林
を
含
め
て
全
国
で
山
地
災
害
が
多
発

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平

成
30
年
度
か
ら
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」、
令
和
３

年
度
か
ら
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の

た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」
に
基
づ
き
、

緊
急
的
に
対
策
が
必
要
な
地
区
に
お
け
る
治

山
施
設
の
設
置
や
流
木
対
策
等
を
集
中
的
に

実
施
し
、
国
土
強
靱
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
大
規
模
山
地
災
害
が
発
生
し
た
際

に
は
、
被
害
状
況
を
速
や
か
に
調
査
す
る
た

め
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
等
を
活
用

し
た
被
害
調
査
や
森
林
管
理
局
の
管
轄
を
超

え
た
技
術
者
の
被
災
地
へ
の
派
遣
を
積
極
的

に
行
っ
て
き
ま
し
た
（
図
３
）。
被
害
情
報

に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
に
提
供
す
る

と
と
も
に
、
大
規
模
な
山
腹
崩
壊
等
の
復
旧

に
高
度
な
技
術
が
必
要
と
な
る
箇
所
等
で
は

「
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
」
を
行
う
な
ど
、

民
有
林
へ
の
支
援
も
含
め
た
迅
速
な
災
害
対

策
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
た
め
、
治
山
事
業
を
計
画
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
迅
速
な
災
害
対
策
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
お
い
て
は
、
大
正
４
年
に

発
足
し
た
保
護
林
制
度
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
生
物
多
様
性
の
保
全
に
対
す
る
知
見
の

蓄
積
等
を
踏
ま
え
、
分
か
り
や
す
く
３
区
分

に
再
編
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
関
係
者

や
専
門
家
等
の
意
見
を
聴
き
つ
つ
、
新
規
設

定
や
拡
充
を
行
い
、
こ
の
10
年
間
で
保
護
林

の
面
積
を
４
・
６
万
ha
増
加
さ
せ
ま
し
た

（
図
４
）。

　

な
お
、
令
和
３
年
に
は
、
平
成
29
年
度
に

新
た
に
設
け
た
森
林
生
態
系
保
護
地
域
を
含

む
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及

び
西
表
島
」
が
、
我
が
国
で
５
カ
所
目
と
な

る
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠

組
に
お
い
て
２
０
３
０
年
ま
で
に
陸
と
海
の

30
％
以
上
の
区
域
を
保
全
す
る
こ
と
が
目
標

と
し
て
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
が
（
30
ｂ
ｙ
30
目

標
）、
現
状
で
20
・
５
％
と
な
っ
て
い
る
陸

域
の
保
護
地
域
の
う
ち
約
４
割
を
保
護
林
や

緑
の
回
廊
を
は
じ
め
と
し
た
国
有
林
野
が
占

め
て
い
ま
す
。
今
後
、
環
境
省
が
行
う
国
立
・

国
定
公
園
（
保
護
地
域
）
の
新
規
指
定
・
拡

張
等
に
も
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

２
．
治
山
事
業
の
計
画
的
な
推
進
と
迅
速

　

な
災
害
対
策

　

国
有
林
野
事
業
で
は
、
地
域
に
お
け
る
木

材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
等
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
適
切
な
施
業
の
結
果
得
ら
れ
る
木
材

の
持
続
的
か
つ
計
画
的
な
供
給
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
10
年
間
、
国
有
林
材
の
供
給
量
は
国

産
材
供
給
量
全
体
の
15
％
前
後
を
維
持
し
な

が
ら
増
加
傾
向
で
推
移
し
、
森
林
・
林
業
基

本
計
画
の
目
標
に
沿
っ
た
国
産
材
全
体
の
供

給
量
の
拡
大
に
貢
献
し
ま
し
た
（
図
５
）。

　

な
お
、
令
和
２
年
度
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
丸
太
需
要
の

減
少
や
令
和
３
年
度
の
木
材
不
足
・
価
格
高

騰
（
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
）
に
よ
る

国
産
丸
太
へ
の
重
要
の
高
ま
り
に
対
応
し
、

む
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及

張
等
に
も
適
切
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
有
林
野
事
業
で
は
、
地
域
に
お
け
る
木

材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
等
が
図
ら
れ
る

※箇所数と面積は各年度末時点

図４　保護林の設定状況

　

奥
地
脊
梁
山
地
に
広
く
所
在
し
て
い
る
国

有
林
野
は
、
希
少
な
野
生
生
物
が
生
育
・
生

息
し
て
お
り
、
生
物
多
様
性
の
保
全
の
観
点

か
ら
、
保
護
林
制
度
等
を
通
じ
て
こ
の
よ
う

な
森
林
の
適
切
な
保
護
・
管
理
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

３
．
優
れ
た
自
然
環
境
を
有
す
る
森
林
の

　

維
持
・
保
存

図３　職員の主な派遣実績

４
．
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
へ

　

の
貢
献
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公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進
を

図
る
た
め
、「
水
源
涵
養
タ
イ
プ
」、「
山
地

災
害
防
止
タ
イ
プ
」
な
ど
の
５
つ
の
機
能
類

型
区
分
ご
と
の
管
理
経
営
の
考
え
方
に
即
し

た
適
切
か
つ
効
率
的
な
森
林
施
業
等
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
森
林
の
適
切
な
整
備
・
保
全
、
効

率
的
な
林
産
物
の
供
給
等
の
た
め
、
林
道
や

森
林
作
業
道
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
路
網

整
備
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
災
害
の
激

甚
化
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
排
水
機
能
の
強

化
な
ど
に
よ
り
、
路
網
の
強
靱
化
・
長
寿
命

化
を
実
施
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
取
組

公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一
層
の
推
進

　

林
業
の
低
コ
ス
ト
化
等
に
向
け
た
技
術
開

発
を
、
産
学
官
連
携
の
下
で
実
施
す
る
と
と

も
に
、
事
業
で
の
実
用
化
を
図
り
つ
つ
、
現

地
検
討
会
の
開
催
に
よ
り
民
有
林
に
お
け
る

普
及
・
定
着
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
定
期
間
、
安
定
的
に
事
業
量
を

確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
林
業
経
営
者
の
育
成

森
林
・
林
業
の
再
生
に
向
け
た
貢
献

国
有
林
材
の
供
給
時
期
の
調
整
等
を
行
い
、

供
給
調
整
機
能
の
発
揮
に
努
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
有
林
材
の
供
給
に
当
た
っ
て
は
、

森
林
管
理
局
長
が
製
材
工
場
等
の
需
要
者
と

協
定
を
締
結
し
て
山
元
か
ら
直
送
す
る
「
シ

ス
テ
ム
販
売
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
公
募
・

選
定
時
の
評
価
等
を
通
じ
て
国
産
材
の
需
要

拡
大
や
加
工
・
流
通
の
合
理
化
等
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
国
有
林
材
の
持
続
的
か
つ
計
画

的
な
供
給
を
進
め
、
国
産
材
の
シ
ェ
ア
拡
大

に
よ
る
海
外
情
勢
の
影
響
を
受
け
に
く
い
需

給
構
造
の
構
築
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

を
図
る
た
め
、
樹
木
採
取
権
制
度
の
活
用
に

取
り
組
み
、
令
和
４
年
度
ま
で
に
全
国
８
か

所
で
樹
木
採
取
権
を
設
定
し
、
伐
採
等
の
事

業
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
（
図
６
）。

　

さ
ら
に
、
森
林
管
理
署
と
民
有
林
所
有
者

等
と
の
間
で
協
定
を
締
結
し
て
、
双
方
が
連

携
し
て
森
林
施
業
を
進
め
る
「
森
林
共
同
施

業
団
地
」
を
設
定
し
、
国
有
林
野
と
民
有
林

野
を
連
結
し
た
路
網
の
整
備
や
、
土
場
の
共

同
利
用
、
木
材
の
協
調
出
荷
等
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

併
せ
て
、
地
域
で
指
導
的
な
役
割
を
果
た

す
森
林
総
合
監
理
士
の
育
成
や
森
林
経
営
管

理
制
度
の
適
切
な
運
用
に
向
け
て
市
町
村
林

務
行
政
の
支
援
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

※国産材供給量は、林野庁「木材需給表」上の数値であり、暦年の合計である。

※国有林材は、立木販売量を丸太換算した推計量と素材（丸太）販売量の年度の合計である。

図５　国有林材供給量（丸太換算）の推移

図６　樹木採取権の設定箇所と管轄署
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森
林
・
林
業
等
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

学
校
等
と
連
携
し
て
森
林
教
室
等
を
開
催
し

ま
し
た
（
写
真
１
）。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
森
林
管

理
署
等
が
協
定
を
締
結
し
、
森
林
づ
く
り
活

動
の
内
容
に
応
じ
て
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
や

「
社
会
貢
献
の
森
」、「
木
の
文
化
を
支
え
る

森
」
等
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
技
術
指
導

等
の
支
援
を
実
施
し
ま
し
た
。

国
民
の
森
林
と
し
て
の
管
理
経
営

　

松
く
い
虫
被
害
や
ナ
ラ
枯
れ
等
の
森
林
病

虫
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
地
域
の
関
係
者

と
連
携
し
て
伐
倒
駆
除
等
の
対
策
を
実
施
し

ま
し
た
（
写
真
２
）。

　

ま
た
、
シ
カ
な
ど
野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
地
域
の
関
係
行
政
機

関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
鳥
獣
の
捕
獲
、

防
護
柵
設
置
等
の
有
効
な
手
段
を
組
み
合

わ
せ
た
対
策
を
総
合
的
に
推
進
し
ま
し
た

（
写
真
３
）。

国
有
林
野
の
維
持
及
び
保
存

　

地
域
産
業
の
振
興
や
住
民
福
祉
の
向
上
等

に
寄
与
す
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
等
に
対

し
て
国
有
林
野
の
貸
付
け
や
売
払
い
等
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、特
に
景
観
等
の
優
れ
た
箇
所
を
「
日

本
美
し
の
森
お
薦
め
国
有
林
」
と
し
て
選

定
し
、
環
境
整
備
等
に
重
点
的
に
取
り
組
み

ま
し
た
（
写
真
４
）。

国
有
林
野
の
活
用

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
を
進
め
ま
し
た
（
写

真
５
）。

　

ま
た
、
適
切
な
森
林
整
備
を
通
じ
た
収
穫

量
の
確
保
や
コ
ス
ト
縮
減
等
に
よ
る
計
画
的

か
つ
効
率
的
な
事
業
実
行
に
努
め
、
令
和
４

年
度
は
１
８
７
億
円
の
債
務
返
済
を
行
い
、

累
積
返
済
額
は
１
，５
４
５
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に

当
た
っ
て
、
海
岸
防
災
林
の
復
旧
再
生
や

森
林
整
備
の
再
開
に
取
り
組
み
ま
し
た
（
写

真
６
）。

そ
の
他
国
有
林
野
の
管
理
経
営

写真２　生徒による松葉かき写真３　囲いわなの設置説明

写真１　模型を使用した実験に見入る児童

写真４　再整備された木橋

写真６　枝打・つる切作業

　

効
率
的
に
事
業
を
実
行
す
る
た
め
、
国
有

林
Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
レ
ー
ザ
計
測
、
ド
ロ
ー
ン
等

国
有
林
野
の
事
業
運
営

写真５　遠隔臨場による監督業務

も　

り

17 2023.10 No.199 林野




